
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 四天王寺大学 
設置者名 学校法人 四天王寺学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人文社会学部 

日本学科 
夜 ・

通信 
 

 

6 

 

 

0 8 14 13  

国際キャリア学科 
夜 ・

通信 
0 8 14 13  

社会学科 
夜 ・

通信 
0 8 14 13  

人間福祉学科 

健康福祉専攻 
夜 ・

通信 
0 8 14 13  

教育学部 教育学科 
夜 ・

通信 
6 0 14 20 13  

経営学部 経営学科 
夜 ・

通信 
6 0 8 14 13  

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
6 0 8 14 13  

（備考） 
新課程(令和元年度入学生より)・旧課程(平成 30 年度以前入学生)の単位数を纏めて記載 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
HP による公開 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/department/syllabus/dai2019.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 四天王寺大学 
設置者名 学校法人 四天王寺学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
HP による公開 

http://www.shitennoji.ac.jp/board_member.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 
常勤・非常

勤の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
近鉄グループホールデ

ィングス（株）相談役 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

経営知識に優れた高度な 

立場からの法人経営に関 

する助言を行う 

非常勤 
（宗）四天王寺責任役

員執事 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

宗教法人役員の立場から

法人経営に関する助言を

行う 

非常勤 
（宗）四天王寺責任役

員執事 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

宗教法人役員の立場から

法人経営に関する助言を

行う 

非常勤 
（株）日経サービス代

表取締役 会長 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

経営および業務の有効

性・効率性の向上に関す

る助言を行う 

非常勤 
うめだ速見法律事務所 

弁護士 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

①コンプライアンスや経

営方針、業務ルールの遵

守のための助言を行う 

②リスクマネジメントに

関する助言を行う 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 四天王寺大学 

設置者名 学校法人四天王寺学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画(シラバス)作成にあたり、『シラバス作成ガイドライン』を全教員に配布し、

さらに教職員研修会において「シラバスの作成方法」の研修を行い、理解を深めている。 

各授業科目については、学則上の位置づけおよび「学位授与方針(ディプロマ・ポリシ

ー)、教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー)等を再確認のうえ、記載内

容(授業概要、到達目標、授業計画、目標達成のための授業方法・履修上の注意事項、

授業時間外に必要な学習、成績評価の方法、など)について検討し、シラバス作成を行

うよう依頼している。 

シラバス作成後には、担当教員以外の第三者による組織的なシラバスチェックを行う

ため、ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員によるシラバスの内容チェック

を行い、教育の質保証に取り組んでいる。 

作成及び公表時期については、11月から 12 月にかけて授業計画(シラバス)を作成し、

1 月から 2 月にかけてＦＤ委員によるシラバスチェックを行い、修正後 3 月末に公表を

行っている。 

授業計画書の公表方法 

HP による公開 

https://ibunet.shitennoji.ac.jp/up/faces/up/co/Com024

01A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

『単位認定の方針について』 

「単位の修得および試験に関する規程」の成績評価について（第 11 条-13 条）において、

試験方法・成績評価方法・基準（秀・優・良・可・不合格）等を定め、履修要覧に掲載

し学生に明示している。 

シラバスには、各科目の成績評価方法等を具体的に掲載し、あらかじめ設定した成績

評価の方法・基準により、厳格かつ適正に単位授与を行っている。また、学修意欲の把

握については、大学等で独自に設定したものとして担当教員の入力による出席状況を学

修意欲の目安としている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

「四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部ＧＰＡ制度に関する規程」において、学期

ＧＰＡ、年度ＧＰＡ及び累積ＧＰＡの算出方法を定め、ＨＰに掲載し学生に明示してい

る。 

各学期終了後に保護者宛に成績表を送付しているが、各学期の学期ＧＰＡと累積ＧＰ

Ａを記載し、お子様の学修状況をご確認して頂き、修学支援を促している。学科（専攻）

における修得単位数の分布状況も送付し、学科（専攻）におけるお子様の単位修得状況

の位置づけをご確認して頂いている。なお、学科（専攻）における修得単位数の分布状

況は、学外ホームページにて公開し、学生自身も学修状況を把握できるようにしている。 

学期ＧＰＡの数値の分布状況は、教務委員会で各学科（専攻）の教員に周知し、学生

指導に役立てる予定である。 

 

【ＧＰＡの算出方法について】 

評価 秀 優 良 可 不合格 

ＧＰ ４ ３ ２ １ ０ 

 

学期ＧＰＡ＝（当該学期の履修登録科目のＧＰ×当該科目の単位数）の合計 

      ／当該学期の履修登録総単位数 

年度ＧＰＡ＝（当該年度の履修登録科目のＧＰ×当該科目の単位数）の合計 

      ／当該年度の履修登録総単位数 

累積ＧＰＡ＝（在学全期間の履修登録科目のＧＰ×当該科目の単位数）の合計 

／在学全期間の履修登録総単位数 

 

・認定科目や評価が未確定または保留の授業科目については、ＧＰＡの算定対象外と

する。 

・再試験、追試験または再受験が発生した場合、当該科目については再試験、追試験

または再受験で得た成績評価をＧＰＡ算定対象とする。 

・再履修により単位を修得した授業科目については、再履修によって得た成績評価と

単位数をＧＰＡ算定に算入するものとする。なお、当該科目について過去に得た成

績評価および単位数はＧＰＡ算定から除外しない。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

・HP【情報公開（IBU 教育研究情報）】に公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/taiouhyou/

file_06_01/4-36_gpa.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の教育使命、養成すべき人物像、そのために求められる教育の基本姿勢を受けて、

大学全体および各学科・専攻・コースにおいて「卒業認定・学位授与の方針(ディプロ

マ・ポリシー)」を定めている。さらに、ディプロマ・ポリシーに基づき、『卒業時点に

おいて学生が身につけるべき能力』および到達目標を定め、基礎教育科目・共通教育科

目・専門教育科目の各科目に明示している。履修要覧・ホームページに掲載することで

学生が 4年間を通して計画的に学ぶことができるよう取り組んでいる。 

また、各学科等で定められた卒業要件について、個々の学生が到達しているかを教授

会で審議し、卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

・HPに公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html#d_d

ai 

・履修要覧に掲載 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html#d_dai
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html#d_dai


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 四天王寺大学 

設置者名 学校法人 四天王寺学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/30taisyaku.pdf 
収支計算書又

は損益計算書 
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/30shikin.pdf 

財産目録 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/30zaisan.pdf 
事業報告書 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/30jigyo.pdf 
監事による監

査報告（書） 
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/30kanji.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：学校法人四天王寺学園 中長期計画 対象年度：2015 年～2022 年） 

公表方法：http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/mediumplan.html 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：ホームページ http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/disclosure.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：ホームページ http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/disclosure.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  人文社会学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/idea/data_uv.pdf） 

（概要） 

【人文社会学部】 

人文社会学部は、グローバル社会の進展のなか人間と社会、文化に関わる様々な分野

の動向と課題を捉えうる専門知識と知見を身につけるとともに、その人間的基礎として

の社会貢献への高い使命感と他者理解の精神の養成を目的とする。そのために常に社会

的関心を持って新たな課題を発見し、問題解決の道筋を探究し多様な他者と協働する力

を鍛えるなかで、生涯を通じて学ぶ態度の育成に留意することとする。 

【人文社会学部日本学科】 

 人文社会学部日本学科は、日本語および日本の歴史・文化について幅広い知識を体

系的に身につけ、自ら問題点を発見して適切に解決する能力を持ち、高度な日本語コ

ミュニケーション能力を運用しながら、他者と調和ある共生を目指すことのできる人

材の育成を目的とする。 

【人文社会学部国際キャリア学科】 

人文社会学部国際キャリア学科は、実践的な外国語能力とコミュニケーション能力

を修得し、国際問題に関する知識を身につけ、さらに、キャリア形成に必要な知識と

スキルを獲得し、以ってグローバル化社会で活躍できる人材の養成を目的とする。 

【人文社会学部社会学科】 

人文社会学部社会学科は、広く社会に貢献しうる資質を身につけさせる観点から、

社会、人間、文化のしくみや相互の関連について、柔軟かつ論理的・科学的に思考し、

判断できる人材の養成を目的とする。 

【人文社会学部人間福祉学科健康福祉専攻】 

人文社会学部人間福祉学科健康福祉専攻は、人を思いやる心をもち、人とのつなが

りを大切にしながら、福祉専門職の価値や倫理および社会福祉的な対象理解能力や問

題解決能力、さらには社会福祉の相談援助の知識・技術を身につけた人材の育成を目

的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【人文社会学部日本学科】 

日本学科は、日本語および日本の文学・文化・歴史について、グローバルな視野に

基づいた幅広い知識を体系的に身につけ、自ら見出した課題の解決に取り組む人材、

および、こうした学びを通じて体得した人間洞察力と、高度な日本語運用能力に基づ

く説得的かつ豊かなコミュニケーションを通じて、他者との調和ある共生を目指すこ

とのできる人材の育成を目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の４点とします。 

 

１）日本および日本語に関する幅広い知識と教養 

日本の言語・文学・歴史・文化について、グローバルな視野に基づいた幅広い知

識を体系的に修得し、基本的な事項を理解することができる。 

２）豊かで的確なコミュニケーション能力 

自身の考えや意見を他者にわかりやすく伝えるための、適切かつ精確な日本語表

現力と表現方法を修得し、状況に応じて的確に運用できる。 



  

３）日本語による総合的・論理的な思考力と分析力および問題発見・解決能力 

（高度な日本語運用能力） 

ことばを適切に使う力・ことばによって伝える力を高めることによって修得され

る論理性・構想力・説得力・対応力・企画力・統率力を活かして、自らが発見した

課題の解決に取り組み、社会（組織）で活躍することができる。 

４）自己と他者に対する理解、および豊かな人間性の涵養（確かな人間洞察力） 

日本文化に関する幅広い知識を学び、これを分析することによって日本人の心性・

感性・思考性を把握し、自文化および異文化の理解のみならず、自己と他者への理解

を深め、より豊かな人間性の涵養を通じて他者との調和ある共生を目指せる。 

 

【人文社会学部国際キャリア学科】 

国際キャリア学科は、①実践的な外国語能力とコミュニケーション能力を自ら高め

て、生涯にわたって学び続ける人材、②多様な考え方や異文化を受容する思いやりを

持ち、国際問題にも関心を持つ人材、③社会に貢献するために積極的に行動できる人

材の形成を目指します。また、世界で活躍するため問題解決や改革に取り組み、実現

することが出来る人材の育成を目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の５点とします。 

 

１）外国語能力 

外国語の４技能である「読む・聞く・話す・書く」を修得し、実践的な外国語能

力を身につけている。 

２）コミュニケ―ション能力 

高い外国語能力に基づき、グローバル化した社会に即応したコミュニケーション

能力を修得している。 

３）国際的認識能力 

環境・民族紛争・宗教・経済・金融等の国際的な問題を認識し、国際社会におけ

る日本の役割を実践的に把握する能力を獲得している。 

４）異文化理解力 

言語の背景にある歴史･文化･政治･経済等に関心を持ち、異文化理解への関心と意

欲を身につけている。 

５）課題解決能力 

自ら課題を設定し他者と協同しながら問題解決にあたり、グローバル化社会で有

為の人材となるために必要な知識とスキルを獲得している。 

 

【人文社会学部社会学科】 

社会学科は、個人から社会全体にいたる複雑な諸相に対して、客観的かつ多角的に

ものごとをとらえ、さまざまな課題の発見と理解、そして解決にむけて横断的に思考

することができる、また、多様な人びとが活躍する社会の実現に向け、さまざまな価

値観を認め、他者と協働することができる人材の育成を目的とします。その学びは、一人

ひとりがより充実した人生を実現していくうえで重要なものです。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の４点とします。 

 

１）関心・意欲・態度 

ローカルからグローバルまでさまざまなレベルで生じている個人や社会の問題に

対して、意欲的に取り組み、創意工夫しながら乗り越えていこうと試みることがで

きる。 

２）知識・技能 

人間や社会、地域やメディア、心理、歴史に関する領域の専門的な理論や調査・



  

分析方法を身につけ、課題解決のために活用することができる。 

３）思考力・判断力、表現力 

自ら設定した課題に対して、上記の理論や方法、さらに ICT を活用して情報を収

集し、さまざまな角度から論理的かつ横断的に考察し、その成果をわかりやすく表

現することができる。 

４）主体性・多様性・協働性 

多様化する現代社会において、さまざまな立場の存在を認めながら積極的にコミ

ュニケーションを図り、自らの考えをしっかりと伝え、他者と協働することができ

る。 

 

【人文社会学部人間福祉学科健康福祉専攻】 

人間福祉学科健康福祉専攻は、人とその人を取り巻く家族・知人などの人、組織、

社会などの環境に働きかけ、課題から現状の枠組みと新しい枠組みを考察することに

よって、現実的な目標に取り組み、共生社会のコミュニティづくりのために、地域住

民等と連携しながら、地域の潜在化したニーズを発見し、分野横断的な支援体制の構

築めざす人物を育成すること目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の５点とします。 

 

１）コミュニケーション能力 

他者の話を傾聴し説明もわかりやすく、状況に合わせた非言語的表現力も適切で、

円滑なコミュニケーションをとることができる。 

２）問題解決能力 

社会福祉に関する問題を発見、情報を収集・分析し明確化した上で言語化できる。

問題の重要性や緊急性から優先順位を考え、解決に向けて行動できる。 

３）社会福祉に関する専門技術・知識の修得 

支援の対象者等の背景、属性、価値観の多様性を理解し、社会福祉に関する専門

知識・技術を活用することによって、社会に貢献できる。 

４）エコロジカル思考 

人とその人を取り巻く家族・知人などの人、組織、社会などの環境に働きかけ、

必要な課題を見出し、課題克服のために主体的に取り組むことができる。 

５）イノベーション力 

社会福祉専門職としての明確なビジョンを持ち、課題から現状の枠組みと新しい

枠組みを考察し、現実的な目標を設定できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【人文社会学部日本学科】 

（１）教育課程の編成、教育内容 

日本学科の教育課程は、日本の言語・文学・文化・歴史の各分野を①日本語・日本

文学コース、②文化・歴史・観光コース、③現代文化コースの専門３コースに体系化

し、その上で、各コースに固定することなく、学生個々の興味・関心や将来の進路に

応じて、それぞれの科目群から自由に選択し、幅広く学ぶことが可能となるように編

成します。また、基礎的知識・技能や、演習による専門知識の深化のために学科共通

領域を設け、博物館学芸員資格取得のために博物館学芸員課程を設定します。 

 

１）学科共通領域には、積み重ねて履修する演習科目とその他の科目を設定する。演

習科目としては、基礎的知識や表現力を修得する「日本学表現演習Ⅰ・Ⅱ」「日本



  

学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」と、専門知識の深化を図る「専門演習Ⅰ～Ⅳ」を配置する他、

古典の基礎や書道の技能に関する科目等も準備する。 

２）①日本語・日本文学コースには、『日本語学分野』と『日本文学分野』を設定す

る。『日本語学分野』には日本語の体系や歴史、および日本語教育に関する科目が、

『日本文学分野』では上代から近代・現代に至る時代領域に加え、漢文学関係の科

目を配置する。いずれの分野にも中学校・高等学校「国語」教員免許取得に関わる

科目を重点的に盛り込み、中高「国語」の授業実践に資する科目を配置する。 

３）②文化・歴史・観光コースには、『文化分野』、『歴史分野』、『観光分野』と

いう３分野を設定する。『文化分野』には日本文化について美術的・芸能的・宗教

的観点等、多様な角度から考察する科目を、『歴史分野』でも日本史をさまざまな

観点から捉えなおす科目を配当し、『観光分野』には地理学から旅行実務まで幅広

い科目を配置する。 

４）③現代文化コースには、文学・音楽・映像・芸術からサブカルチャーに至るまで、

広範な現代の文化事象を扱う科目を設定する。また、インターネットやＳＮＳ、メ

ディアミックス等、現代のメディア状況を分析する科目も配置する。 

５）博物館学芸員課程においては、講義科目から博物館における実習科目まで体系的

に科目を配置し、現代社会において求められる学芸員の多様な職務に対応すること

のできる知識を修得する。 

 

（２）教育方法 

１）日本および日本語に関する幅広い知識と教養を修得するため、１・２年次に専門

３コースに関する概論科目・基礎科目を設置する。 

２）日本語による豊かで的確なコミュニケーション能力を体得するため、１・２年次

に日本語表現力を高める科目を配当する。アクティブ・ラーニングの観点からプレ

ゼンテーション実践の機会を積極的に設定し、学修ポートフォリオを活用して主体

的な省察に取り組ませる。 

３）３・４年次には、専門演習を中心に、思考力・分析力、問題発見・解決能力を向

上させる。専門領域の諸問題について論理的思考に基づく成果発表の機会を設定し、 

主体的に問題を発見し、解決する能力を育成する。 

４）各授業におけるプレゼンテーションに相互批評を導入し、ルーブリック評価等に

よる明確な基準を設定することで、自己と他者への理解を深め、豊かな人間性を育

み、相互に高め合う教育環境を実現する。授業と連動したインターンシップや学外

ボランティア、地域連携の機会も活用する。 

５）専門演習や教職教育、日本語教員養成プログラム、博物館学芸員課程において、

フィールドワークや実地見学を積極的に取り入れ、体験・経験を通じて学びの機会

を提供する。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価する。 

２）講義科目においては、定期試験の基本的な重要性を踏まえつつ、中間テスト等の

小テスト、課題レポート、コメントペーパー等を実施し、学修成果に対して多面的

に評価する。 

３）演習科目においては、ＩＣＴの活用等を通じて他者にわかりやすく伝えるための

プレゼンテーション、それに応じての相互批評的ディスカッション、あるいはワー



  

クシートを用いたグループワーク、成果をまとめたレポート作成等、多様な実践に

対する評価を中心に、学修ポートフォリオによる主体的な省察を踏まえ、総合的に

評価する。 

４）教職教育、日本語教員養成プログラムにおいては、専門知識の修得をテスト等で

評価するとともに、専門知識の的確なアウトプットについては模擬授業の実践を通

じて評価する。実践的な応用力については、地域や教育現場におけるインターンシ

ップやボランティア等の実践も評価に活用する。 

 

【人文社会学部国際キャリア学科】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
国際キャリア学科は、グローバル化した社会、より複雑になりつつある国際問題に

対処できる能力・知識・スキルを体系的、実践的に学ぶことを目的として教育課程を

編成します。１、２年次では語学力の向上に重点を置き、さらに３年次からは各自の

進路・適性に応じて、①英語・英語教育コース、②国際理解・協力コース、③国際ビ

ジネスコースの３領域からそれぞれ指定の科目を選択履修します。３、４年次では「専

門演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（ゼミ）」を受講し、希望者は「卒業研究」に取り組みます。 

 

１）１年次においては、「英文法Ⅰ・Ⅱ」「Extensive Reading 初級Ⅰ・Ⅱ」「ベー

シックコミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「キャリア英語入門Ⅰ・Ⅱ」を必修と

します。加えて、国際関係論、マクロ経済学、英語圏文化概説の授業も履修します。 

２）２年次においては、中級レベル以上の英語力、異文化理解を理解し、国際的な感

覚を身に付けるために、「Extensive Reading 中級Ⅰ・Ⅱ」・「ベーシックコミュ

ニケーションⅤ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ」を必修とします。また学科共通領域として３年次か

らのコース別教育に向けて、①教員養成のための英語・英語教育コースでは、

「Reading（Culture）」「Reading（Society）」「Reading（Literature）」、②国

際理解・協力コースでは、「国際理解教育」「異文化共生論」「エリアスタディー

（北アメリカ）・（中国）」「中国語会話Ⅰ、Ⅱ」、③国際ビジネスコースでは、

「国際ビジネス論」「ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ」「グローバル・ファイナンス」、の３

つの領域のそれぞれから科目を選択します。 

３）３年次からは、学科共通領域科目に加えて、①英語・英語教育コースでは、「Reading

（Language）」「Extensive Reading 上級Ⅰ・Ⅱ」「アドバンストコミュニケーシ

ョンⅠ～Ⅷ」「キャリア英語Ⅰ～Ⅵ」等、②国際理解・協力コースでは、「国際政

治学」「異文化理解」「国際コミュニケーション論」「英米文化論」「英国史」等、

③国際ビジネスコースでは、「貿易実務Ⅰ・Ⅱ」「金融システム論」「国際キャリ

ア演習」「貿易理論」等の授業に加えて（「英語学」「言語学概論」「英国史」「米

国史」等、各自の進路・適性に応じて科目を選択し、履修します。 

 

（２）教育方法 

外国語の４技能である「読む、書く、聞く、話す」を修得し、実践的な外国語能力

を身につけるために、以下の様な形で教育を行います。 

 

１）学生個々人が英語の能力を効果的に高めることができるようにするため、「英文

法Ⅰ」、「英文法Ⅱ」、「エクステンシブ・リーティング」、「ベーシックコミュ

ニケーション」などの必修科目では、英語能力別にクラスの編成を行います。 

２）聞く力や話す力を高めるため、英語コミュニケーション能力を向上させることを

目的とし、「ベーシックコミュニケーション」はネイティブ教員が担当します。 

３）ビジネス場面の実践的英語に習熟させるための方法として、「キャリア英語入門」



  

「キャリア英語」ではＴＯＥＩＣ等の資格取得のための学修を取り入れます。 

４）講義を起点とする科目においては、ＩＣＴも活用しながら、学生自身が課題を発

見し、解決法を探究するアクティブ・ラーニングを実施します。 

５）３、４年次の専門科目のいずれにおいても、実践的な能力を発展させるため、ア

クティブ・ラーニング等を取り入れた授業を中心として実施します。 

６）ランゲージプラザにおいて、学生の個別ニーズに応じ、ネイティブスピーカーに

よる英語と中国語の実践的会話を行うとともに、日本人教員による個別指導を行い、

授業の補完とします。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価する。 

２）学修ポートフォリオ、学生動態調査アンケート、学位取得状況、ＰＲＯＧテスト、

外部試験、授業アンケートなどを参考に総合的に評価する。 

 

【人文社会学部社会学科】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
社会学科は、現代社会で活躍しうる能力・資質の形成を目指して、人間・社会、地

域・メディア、心理、歴史の４コースを編成し、基礎から応用まで段階的かつ横断的

に授業科目を配置します。また、４年間一貫した少人数制の演習科目を設定し、ＩＣ

Ｔを活用した、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を実践します。 

 

１）演習：主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を少人数制で実践

し、自らの考えをわかりやすく伝え、積極的にコミュニケーションをとることで、

他者と協働しながら課題を解決する力を養います。１年次では「大学基礎演習Ⅰ・

Ⅱ」、２年次では「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」、３年次からの「演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」では

２年間継続して同じゼミ教員のもとで「卒業研究」に取り組みます。 

２）人間・社会コース：社会学的なものの見方や考え方、調査・分析方法を身につけ、

社会学の基本を学びます。１年次必修科目として「社会学概論」、「社会病理学」

が設定されており、２年次以降、自由に選択科目を履修することができます。また、

社会調査士の資格を取得するための科目群を設けます。 

３）地域･メディアコース：ローカルからグローバル、メディアを媒介したものまで、

人と人とのつながりを通して社会や文化を読み解く力を養います。１年次必修科目

として「文化研究概論」が設定されており、２年次以降、自由に選択科目を履修す

ることができます。上記コース同様、社会調査士の資格を取得するための科目群を

設けます。 

４）心理コース：人の心や行動の原理を知り、人間関係に対処する力を身につけます。

１年次必修科目として「入門心理学」が設定されており、２年次以降、自由に選択

科目を履修することができます。また、認定心理士の資格を取得するための科目群

を設けます。 

５）歴史コース：歴史的事実を分析・解明し、幅広い角度からものごとをとらえる視

野を身につけます。１年次必修科目として「入門歴史学」が設定されており、２年

次以降、自由に選択科目を履修することができます。また、中学校社会や高校地理

歴史・公民の教員免許、博物館学芸員の資格を取得するための科目群を設けます。 

 

（２）教育方法 



  

社会学科では、各授業科目の教育内容に応じて、以下のような形式を組み合わせた

多様な教育方法で授業をおこないます。 

１）講義形式：ＩＣＴや映像資料などを活用しながら、本学科の学びに関する多様な

教養や知識を身につける。 

２）（フィールドワークを含む）実習形式：自らの興味関心に即して課題を設定し、

ＩＣＴを活用しながら調査・分析する技能を身につける。 

３）演習形式：主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を少人数制で

実践し、自らの考えをわかりやすく伝え、積極的にコミュニケーションをとること

で、他者と協働しながら課題を解決していく力を身につける。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーに基づいて

評価を行う。 

２）講義や演習科目で培われた知識や技能、能力を十分に発揮できているか、学生に

よる自己評価も踏まえ、量的側面・質的側面の両面から適切な方法を用いて総合的

に評価する。 

 

【人文社会学部人間福祉学科健康福祉専攻】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
人間福祉学科健康福祉専攻は、社会福祉学の要素は理念や理論だけでなく実践であ

るため、アウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する能

力修得など実際に活用ができるカリキュラムを編成し、現場での学修およびそれに資

する教育の機会を核として、講義と演習がそれを支える教育形態とします。さらに、

医学、心理学、社会学、介護学などの隣接領域の基本的な知識も修得します。 

 

１）１年次 

自己覚知、倫理、価値等の学修を行い、ソーシャルワークの価値・原則・倫理に

ついて理解し、社会福祉活動への関心を高めるために、「大学基礎演習」「相談援

助の基盤と専門職Ⅰ・Ⅱ」を配置します。基本的な面接技術について、視聴覚教材

や模擬的な実践によって修得するために「社会福祉相談援助演習Ⅰ」を配置します。

社会福祉学をさまざまな視点から学修するために、「医学一般」「臨床心理学」「社

会学概論」「福祉法学」などの隣接領域も学修します。 

２）２年次 

社会福祉の専門知識と技術を修得するために「高齢者福祉」「障害者福祉」「児

童・家庭福祉」「相談援助の理論と方法Ⅰ～Ⅳ」「地域福祉Ⅰ・Ⅱ」などの福祉領

域の専門科目を履修。「社会福祉相談援助演習Ⅱ・Ⅲ」「社会福祉相談援助実習指

導Ａ・Ｂ」では講義科目との関連性を持たせ相談援助の展開方法について学ぶ。ソ

ーシャルワーク業務の実際について具体的かつ実際的に理解し、実践的な技術を体

得します。 

３）３年次 

「社会福祉相談援助実習」において、相談援助に係わる知識と技術について、具

体的かつ実際的に理解し実践的な技術を体得する。「社会福祉相談援助演習Ⅳ・Ⅴ」

「社会福祉相談援助実習指導Ｃ」において、ソーシャルワーカーに求められる資質、

技能、倫理、自己覚知握等を深め、総合的に対応できる能力を修得し、実践と理論

の一体的な理解を深めます。 

 

４）４年次 



  

「人間福祉演習Ⅲ～Ⅳ」等を履修し、利他の精神に基づいて、人とのつながりを

大切にしながら人と社会の在り方を多角的に考察する力を身につけ、社会福祉に関

する専門知識・技術を活用することによって社会に貢献でき、現状に安住せず堅実

かつ柔軟な思考で不断の刷新を図ることができる能力を修得します。 

 

（２）教育方法 

１）講義・演習・実習等の授業形態を組み合わせた授業を実施し、いずれにおいても

アクティブ・ラーニングを積極的に取り入れる。 

２）演習においては、社会活動やフィールドワークを通して、課題解決を目的とする

アクティブ・ラーニングを１年次から３年次まで段階的に取り入れる。 

３）実習やインターンシップにおいては、社会福祉実践現場において専門知識と専門

技術の統合を１年次から３年次まで段階的に図る。 

４）実習においては、１年次から３年次まで実習報告会に参加し、学生の実習経験に

応じた相互教育の機会を取り入れる。 

５）講義と演習を組み合わせた資格取得支援を目的とする授業を実施し、社会福祉専

門職に求められる専門知識の定着を１年次から４年次まで段階的に図る。 

６）３年次から４年次の少人数のゼミにおいては、社会福祉に関する個別的な関心に

沿って主体的な学修を促す。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価する。 

２）ディプロマ・ポリシーを目標とする学生自身の自己評価を１年次の評価から実施

する。 

３）講義においては、小テストや期末テストを実施して、到達目標の達成度を評価す

る。 

４）演習・実習・インターンシップにおいては、ルーブリックを用いて、学生自身が

学修成果のリフレクションを行う。 

５）演習・実習・インターンシップ等においては、学生同士の相互評価やフィードバ

ックを活用して評価する。 

６）実習においては、実習指導者による評価を部分的に活用し、学生が修得した能力

について複数の教員によって評価を行う。 

７）学修ポートフォリオを用いて、１年次の大学基礎演習から３年次の社会福祉相談

援助実習まで縦断的な評価を行う。 

８）１年次と３年次にＰＲＯＧテストを実施し、リテラシーとコンピテンシーの評価

を行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【人文社会学部日本学科】 

日本学科は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教育課

程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるための条件

として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物を求めます。 

 



  

１）中学・高校における「国語」や「書道」、「日本史」や「地理」等の科目の基本

的な内容を理解していること 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

２）日本について知り、日本語の表現を活用して情報を発信する能力を身につけるこ

とを希望すること 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

３）日本文化に関する幅広い知識を学び、これを分析することによって主体的に課題

を解決することに取り組む意志を持つこと 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性〕 

４）日本人の心性を理解するとともに異文化への理解力を身につけ、他者と協同して

課題を解決することに取り組む意志を持つこと 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性〕 

５）将来、中学高校「国語」・高校「書道」の教員、外国人に日本語を教授する日本

語教員、博物館学芸員課程で得られる知識を活かした職業を目指していること。あ

るいは、観光・文化・教育・出版・広告などの一般企業等に就職し、日本について

の知識と日本語表現力を活かして活躍することを目指していること 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

 

【人文社会学部国際キャリア学科】 

国際キャリア学科は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、

「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるた

めの条件として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物を求めま

す。 

 
１）豊かな人間性を身につけ、広い視野を持って国際社会で前向きに生きていこうと

する強い意欲を持つことができること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

２）本学科の専門分野を学ぶために、英語に関して高等学校等で修得すべき基礎学力

を有し、思考を深めて他者に表現できること。 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

３）言語の背後にある文化・歴史・政治・経済等の多様な要素に興味もつことができ

ること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、知識・技能〕 

４）異文化に興味を持ち、海外体験の実現を通じて、自己研鑽に努めることができる

こと。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、主体性・多様性・協調性〕 

５）現代の国際関係に関心を持ち、そこに存在する課題を発見し、その解決法を探る

ことができること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、思考力・判断力〕 

６）英語教員を目指す人は、国際的視野を持った英語教員になる意志を有し、そのた

めの努力ができること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、知識・技能〕 

 

【人文社会学部社会学科】 

社会学科は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教育課

程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるための条件

として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物を求めます。 



  

 

１）人間や社会、地域やメディア、心理、歴史に関するさまざまなテーマについて深

い興味関心があること 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

２）あたり前のものの見方を疑い、さまざまな角度からものごとをとらえようとする

こと 

〔求める要素：思考力・判断力、表現力〕 

３）社会学科の学びに必要な読解力や論理的思考力、表現力を有すること 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

４）個人や社会に関するさまざまな課題に対して、他者と協働しながら積極的に取り

組んでいく意欲があること 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性〕 

 

【人文社会学部人間福祉学科健康福祉専攻】 

人間福祉学科健康福祉専攻は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリ

シー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を

受けるための条件として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物

を求めます。 

 

１）他人の話に耳を傾けることができること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

２）少子高齢化など社会的問題に関心を持っていること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

３）相談援助の知識や技術を高めようとする目標を持っていること。 

〔求める要素：知識・技能、思考力〕 

４）違う価値観の人と協働して、物事に取り組むことができること。 

〔求める要素：主体性・多様性・・協働性、思考力・判断力、表現力〕 

５）ボランティアなどの活動に関わり実践から学ぼうとする意欲があること。 

〔求める要素：主体性・多様性・協働力〕 

 

学部等名 教育学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/idea/data_uv.pdf） 

（概要） 

【教育学部教育学科】 

   教育学部教育学科は、人間と人間社会のあり方と教育（保育）の関係についての基

本的な知見を修得することを前提に、制度と内容にわたる全面的な改革を要請される

わが国教育の歴史的社会的背景を把握し、この改革を担うに足る専門知識と実践技能

の体得を目的とする。そのために常に社会的関心を持って新たな課題を発見し、問題

解決の道筋を探求し多様な他者と協働する力を鍛えるなかで、生涯を通じて学ぶ態度

の育成に留意することとする。 

    

教育学科小学校教育コースは、子ども、教育、社会についての幅広い知識に加えて、

教員に求められる専門的知識と適切な教育活動が実践できる技能を有するとともに、

利他の精神と教職への強い使命感と責任感を持って社会に貢献できる人材の育成を

目的とする。 

教育学科幼児教育保育コースは、多様なニーズのある社会、保育施設等、子どもに

応えることができる豊かな人間性と幼児教育・保育に関する専門的知識および実践



  

力、指導力を持ち、生涯にわたり学び続ける優れた保育者の育成を目的とする。 

教育学科中高英語教育コースは、教員としての専門的知識を身につけた上で、英語

教員として相応しい英語力を持ち、異文化に関わる多様な事象に興味と関心を持ち、

自己と他者への理解を深め、他者と協同する態度を身につけた人材の養成を目的とす

る。 

教育学科保健教育コースは、「高い人格と豊かな資質をもって、児童生徒を人とし

て尊重し、専門知識と技能、教育指導力を有する優れた養護教諭の育成を行うこと」

を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【教育学部教育学科】 

教育学科は、多様なニーズのある社会、学校・保育施設等、子どもに応えることが

できる豊かな人間性と教育に関する専門的知識および実践力、指導力を持ち、「いい

先生」とは何かを問い、生涯に渡り学び続け、社会や学校・保育施設等で活躍できる

優れた教員・保育者になることを目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の３点とします。 

 

１）教員、保育者としての自己分析・自己研鑽の力 

学びや実践を通して多様なニーズのある社会、学校・保育施設等、子どもに応え

ることができる専門的知識および実践力、指導力を身に付け、「いい先生」とは何

かを常に問い続け、自己の実践を振り返り、自己を高めていくことができる。 

２）教員、保育者としてふさわしい豊かな人間性 

多様な立場、考え方の存在を認め、「いい先生」になるという強い意志と情熱お

よび教員、保育者としての使命感や責任感を持ち、子どもの多様なニーズを共感的

に理解し、課題の解決に他者と協働して取り組むことができる。 

３）変化する社会、学校・保育施設等で活躍できる力 

学びや実践を通して多様なニーズのある社会、学校・保育施設等、子どもを的確

に理解し、専門的知識および実践力、指導力を基に協働して課題の解決や改革に取

り組み、実現することができる。 

 

【教育学部教育学科小学校教育コース】 

教育学科小学校教育コースは、多様なニーズのある社会、学校、子どもに応えるこ

とができる豊かな人間性と教育に関する専門的知識および実践力、指導力を持ち、「い

い先生」とは何かを問い、生涯にわたり学び続け、社会や学校で活躍できる優れた小

学校教員になることを目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の３点とします。 

 

１）教員としての自己分析・自己研鑽の力 

学びや実践を通して多様なニーズのある社会、学校、子どもに応えることができ

る専門的知識および実践力、指導力を身に付け、「いい先生」とは何かを常に問い

続け、自己の実践を振り返り、自己を高めていくことができる。 

２）教員としてふさわしい豊かな人間性 

多様な立場、考え方の存在を認め、「いい先生」になるという強い意志と情熱お

よび教員としての使命感や責任感を持ち、子どもの多様なニーズを共感的に理解し、

課題の解決に他者と協働して取り組むことができる。 

３）変化する社会、学校で活躍できる力 

学びや実践を通して多様なニーズのある社会、学校、子どもを的確に理解し、専

門的知識および実践力、指導力を基に協働して課題の解決や改革に取り組み、実現



  

することができる。 

 

【教育学部教育学科幼児教育保育コース】 

教育学科幼児教育保育コースは、多様なニーズのある社会、保育施設等、子どもに

応えることができる豊かな人間性と幼児教育・保育に関する専門的知識および実践力、

指導力を持ち、「いい先生」とは何かを問い、生涯にわたり学び続け、社会や保育施

設等で活躍できる優れた保育者になることを目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の３点とします。 

 

１）保育者としての自己分析・自己研鑽の力 

学びや実践を通して多様なニーズのある社会、保育施設等、子どもに応えること

ができる専門的知識および実践力、指導力を身につけ、「いい先生」とは何かを常

に問い続け、自己の実践を振り返り、自己を高めていくことができる。 

２）保育者としてふさわしい豊かな人間性 

多様な立場、考え方の存在を認め、「いい先生」になるという強い意志と情熱お

よび保育者としての使命感や責任感を持ち、子どもの多様なニーズを共感的に理解

し、課題の解決に他者と協働して取り組むことができる。 

３）変化する社会、保育施設等で活躍できる力 

学びや実践を通して多様なニーズのある社会、保育施設等、子どもを的確に理解

し、専門的知識および実践力、指導力を基に協働して課題の解決や改革に取り組み、

実現することができる。 

 

【教育学部教育学科中高英語教育コース】 

教育学科中高英語教育コースは、建学の精神にある「利他」（自分の利益を考えず

に他人の利益を優先し、他人の幸福を願うこと）を主体的に実践し、日本国憲法およ

び教育基本法の理念である「外国語（英語）教育を通じた人格の向上と国際平和に寄

与できる国民」の育成に貢献できる教育者を育てることを目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の３点とします。 

 

１）異文化対応能力 

異文化にかかわる多様な事象に興味と関心を持ち、自己と他者への理解を深め、

豊かな人間性と、他者と協働する態度を身につけている。 

２）自己表現力 

中学校・高等学校の英語教員にふさわしい英語能力を修得し、教員としての基本

的専門的知識を体系的に身につけている。また、自身の考えや意見を、日本語や英

語などで的確に表現し、他者に伝える能力を身につけている。 

３）思考力・判断力 

英語の能力を養い、教員としての論理的思考、問題発見解決力、判断力を身につ

けている。 

 

【教育学部教育学科保健教育コース】 

教育学科保健教育コースは、子どもの多様な現代的健康課題に対応できる広い視野

と専門的な知識・技能および教育現場に求められる実践力・指導力を有し、子どもの

些細な心身の変化にもいち早く気づいて寄り添える優しさ、思いやり、温かさを兼ね

備えた養護教諭を育成することを目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の３点とします。 

 

１）養護教諭としての自己分析・自己研鑽の力 

養護教諭としての学修課題を受け止め、学びの意義を見出し、専門的知識と技能、



  

養護実践力・指導力を身につけ、自己の教育理念と教育実践を相対化し、省察する

ことができる。 

２）養護教諭としてふさわしい豊かな人間性 

子どもの健やかな心と体を育みいのちを護る養護教諭としての熱意や責任感を持

ち、子どもが発するサインに気づき、迅速かつ的確に対処することができる。また、

慈愛の心をもち、子どもに寄り添い、多様なニーズを共感的に理解し、寛容な態度

で子どもと接することができる。 

３）変化する社会、学校園で活躍できる力 

養護教諭の職責と社会が求める役割を理解し、チーム学校の一員として、他の職

員と連携し、子どもの抱える多様な健康課題の解決に取り組み、実現することがで

きる。また、地域の医療機関や関連機関の機能を理解し、コーディネーターとして

の役割を果たすことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【教育学部教育学科】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
教育学科は、教員、保育者として必要な専門的知識および実践力、指導力を身に付

けることを目指して多様な進路に応じた小学校教育、幼児教育保育、中高英語教育、

保健教育の４つのコースを設定し、『教職一般領域』『初等教育領域』『学科共通領

域』に加え、『専修領域』において基礎から応用までの段階を考慮した多様な授業科

目を配置します。また、多様なニーズのある社会、学校・保育施設等、子どもに応え

ることができるよう『子ども教育領域』や『子ども理解領域』を設けています。さら

に学校インターンシップなどの４年間を見通した実践的な学びの場を多く設定しま

す。 

 

１）『教職一般領域』では、教員・保育者に必須である教育学の基礎理論や実践論等

を学ぶため、「教育原論」「教育心理学」「教育課程総論」「教育の方法と技術」

などの科目を配置します。 

２）『初等教育領域』では、教科教育に関する基礎理論や実践論等を学ぶため、各教

科の「教科内容論」「初等教育法」などの科目を配置します。 

３）『学科共通領域』では、学校現場・保育現場と大学での学びとを関連させながら、

豊かな人間性と実践力、指導力を培うため、「教育基礎演習Ⅰ・Ⅱ」「学校実地演

習Ⅰ～Ⅳ」などの科目を配置します。また、１年次の「大学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」、２

年次の「教育基礎演習Ⅰ・Ⅱ」を土台に、３年次からの「教育専門演習Ⅰ・Ⅱ」と

「教育専門研究Ⅰ・Ⅱ」では２年間継続して同じゼミ教員のもとで「卒業研究」に

取り組みます。 

４）『専修領域』では、１年次に、これまでの学びをほぐし、とらえ直すため、「数

理探究の扉」「英語探究の扉」「パフォーマンス演習」などの科目を配置します。

その後、専門的な理論と実践論等を学ぶため、小学校教育コースでは、特別支援教

育、幼稚園教育、英語教育、数学教育の４つのプログラムに応じた多様な科目を、

幼児教育保育コース、中高英語教育コース、保健教育コースでは、それぞれの進路

に応じた多様な科目を配置します。 

５）『子ども教育領域』では、これまでの学びや実践を通した疑問や課題を解決し、

学びを深めるため、「教科内容探究」や各教科の「初等教育演習」などの科目を配

置します。また、各々の進路実現をより確実にするため、「教科内容研究Ⅰ～Ⅲ」

「教科総合演習Ⅰ～Ⅱ」などの科目を配置します。 

６）『子ども理解領域』では、変化する社会、学校・保育施設等、子どもの理解を深



  

めるため、「多様な子ども理解入門」「子ども発達環境論」「子ども企業研究」な

どの科目を配置します。 

 

（２）教育方法 

１）主体的・対話的で深い学びを実現するため、授業では、講話のみならずグループ

ワーク等を取り入れ、課題追求に向けたディスカッション、グループ発表を行うな

ど、双方向的な授業を展開します。 

２）情報化の進展に対応するため、ＩＣＴアクティブ・ラーニング教室、ＩＣＴ模擬

授業教室、電子黒板、タブレット、インターネットや視聴覚機器等の活用を図った

り、実践力の育成に向け模擬授業・模擬保育（ビデオによる収録も実施）を行った

りして、学修方法の改善に努めます。 

３）最新の教育現場等の情報の把握、小学校・中学校・幼稚園・保育所等での教員・

保育者の役割等の理解を図るため、「大学基礎演習」や「教育基礎演習」を中心に、

本学卒業生の現役教員・保育者などを招聘し、講習会やセミナーを実施します。 

４）実践的な学びを推進するため、３年次の教育実習に加え、１年次に「大学基礎演

習」で「ハロースクール」、２年次に「学校実地演習」（学校インターンシップ）

などを実施し、小学校・中学校・幼稚園・保育所等での教育活動に積極的に参加し

ます。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）定期試験、小テスト、課題レポート等の提出、授業への参加態度や意欲、学生に

よる授業評価等により、授業目標への到達度を総合的に評価します。 

３）評価観点とレベルを示したルーブリックの活用を図るとともに、学修や課題追求

の過程をパフォーマンス評価します。 

４）授業・教育実習（幼・小・中）・保育実習・介護等体験などの課題活動を通して、

教員・保育者として必要な資質・能力や適性を評価します。 

５）学修ポートフォリオ（目標・自己評価、履修カルテ等）および上記２）～４）等

をもとに、担任教員との面談（振り返り等）等を通して自己省察を促すとともに、

次の目標設定や学修方法の改善等を図ります。 

【教育学部教育学科小学校教育コース】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
教育学科小学校教育コースでは、小学校教員において必要な基礎的科目に加え、子

どもや子どもを取り巻く社会の多様なニーズに応えられるよう、“特別支援教育”、

“幼稚園教育”、“英語教育”、“数学教育”の４つのプログラムに関する科目を置

き、各専門的知識を持った小学校教員となるようなカリキュラムを編成します。 

また、小学校教員の専門性をより深められるよう、応用科目を『子ども理解領域』

と『子ども教育領域』に設けます。そして、実践したことを振り返り、次の実践につ

なげるために、学校現場での学びと連動させる科目を置きます。 

 

＜小学校教員として必要な基礎科目＞ 

１）『教職一般領域』では、教員に必須である教育学の基礎理論や実践論等を学ぶ

ため、「教育原論」、「教育心理学」、「教育課程総論」、「教育の方法と技術」

などの科目を配置します。 



  

２）『初等教育領域』では、教科教育に関する基礎理論や実践論等を学ぶため、各

教科の「教科内容論」「初等教育法」などの科目を配置します。 

 

＜自己の学びを振り返り、問い直し、深め豊かにする科目＞ 

３）『学科共通領域』では、学校現場と大学での学びとを関連させながら、豊かな

人間性と実践力、指導力を培うため、「教育基礎演習Ⅰ・Ⅱ」、「インターンシ

ップ」、「スクールサポーターⅠ～Ⅲ」などの科目を配置します。 

４）『専修領域』では、場に応じた行動を取ることができる“開かれた身体”を作

るため、１年次に「パフォーマンス演習」を配置します。その上で学校現場での

学びである２年次の「インターンシップ」、「スクールサポーターⅠ」、３年次

の「教育実習」につなげます。そして、実践したことを振り返り、次の実践につ

なげるために、「子どもと家族・社会」などの科目を配置します。 

５）『専修領域』には、異なった視点から今までの学びを見直す“学びほぐし”を

行うため、「数理探究の扉」などの科目も配置します。 

 

＜４種の専門教育に関する科目＞ 

６）『専修領域』には、多様な子どもと向き合うための専門的な理論と実践論等を

学ぶため、“特別支援教育”“幼稚園教育”“英語教育”“数学教育”の４つの

プログラムに応じた科目も配置します。 

 

＜小学校教員の専門性をより深める科目＞ 

７）『子ども教育領域』では、これまでの学びや実践を通した疑問や課題を解決し、

学びを深めるための「教科内容探究」や各教科の「初等教育演習」などの深掘り

科目のほか、「教科内容研究Ⅰ～Ⅲ」、「教科総合演習Ⅰ・Ⅱ」などの進路実現

に向けた科目を配置します。 

８）『子ども理解領域』では、変化する社会、学校、子どもの理解を深めるため「多

様な子ども理解入門」、「子ども発達環境論」、「子ども企業研究」などの科目

を配置します。 

 

（２）教育方法 

１）主体的・対話的で深い学びを実現するため、授業では、講話のみならず課題追求

に向けたディスカッション、グループ発表を行うなど、双方向的な授業を展開しま

す。また、１年次より「パフォーマンス演習」等で状況の変化に合わせて心身を動

かし表現する活動を取り入れます。 

２）「数理探究の扉」などでは、公式や文法など単に覚えるのではなく、当たり前と

思っていたことは“なぜ”そうなっているのか、“なぜ”それが必要なのかを学生

自身が理解を組み立て、掴み取っていけるように、学生個々が多様な方法や側面か

ら“なぜ”にアプローチできるようにします。 

３）情報化の進展に対応するため、アクティブ・ラーニング教室やＩＣＴ模擬授業教

室、様々なＩＣＴツールの活用を図ったり、実践力の育成に向け模擬授業（ビデオ

による収録も実施）を行ったりして、学修方法の改善に努めます。 

４）学校での実践的な学びを推進するため、３年次の教育実習に加え、１年次の「ハ

ロースクール」、２年次から４年次にかけて「インターンシップ」、「スクールサ

ポーターⅠ～Ⅲ」などを実施し、学校での教育活動に積極的に参加します。そして、

「子どもと家族・社会」などでは、教育現場で経験したケースや課題を検討します。 

 



  

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）定期試験、小テスト、課題レポート等の提出、授業への参加態度や意欲、学生に

よる授業評価等により、授業目標への到達度を総合的に評価します。 

３）評価観点とレベルを示したルーブリックの活用を図るとともに、学修や課題追求

の過程をパフォーマンス評価します。 

４）授業・教育実習（小・中・特別支援）・介護等体験などの課題活動を通して、教

員として必要な資質・能力や適性を評価します。 

５）学修ポートフォリオ（目標・自己評価，履修カルテ等）および上記２）～４）を

もとに、担任教員との面談等を通して自己省察を促すとともに、次の目標設定や学

修方法の改善を図ります。 

 

【教育学部教育学科幼児教育保育コース】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
教育学科幼児教育保育コースは、幼稚園教諭１種免許状、保育士資格、小学校教諭

１種免許状の取得を基本的な考えとし、就学前の教育・保育から小学校教育への連続

性を理解した保育者を養成するための教育課程を編成します。幼児教育・保育の基本

である遊びを通した総合的な指導について修得するとともに、保護者と協働して子ど

もの発達を支援する専門性を身につけるための科目を配置します。講義科目と演習科

目をともに配置し、それらを通した学びと実習やインターンシップ等での実践場面と

の往還を図り、保育者として必要な専門的知識および実践力、指導力を身につけるこ

とを目指した教育課程を編成します。 

 

１）教育・保育の本質や目的に関する科目として、「教育原論」「保育原理」「子ど

も学概論」「子ども家庭福祉」「保育者論」などの科目を配置します。 

２）教育・保育の対象の理解に関する科目として、「保育の心理学」「子ども家庭支

援の心理学」「幼児理解（教育相談を含む）」「子どもの保健」「多様な子ども理

解入門」などの科目を配置します。 

３）教育・保育の内容・方法・指導法に関する科目として、「幼児教育課程総論」、

「保育内容総論」、「保育内容の理論と方法（健康）」、「子どもと遊び」、「音

楽実践演習（器楽）」などの科目を配置します。 

４）教育・保育現場での実践力を高める科目として、「インターンシップ」「保育イ

ンターンシップ」「教育実習」「保育実習Ⅰ～Ⅲ」などの科目を配置します。 

５）小学校での教科内容や指導法に関する科目として、「教科内容論（国語）」「教

科内容論（生活）」「初等算数科教育法」「初等音楽科教育法」「道徳教育の理論

と方法」などの科目を配置します。 

 

（２）教育方法 

１）主体的・対話的で深い学びを実現するため、授業では、講話のみならずグループ 

ワーク等を取り入れ、課題追求に向けたディスカッション、グループ発表を行うな

ど、双方向的な授業を展開します。 

２）保育実践力の育成に向け、模擬保育室を利用した模擬保育の実施や視聴覚教材等

を活用した保育実践の具体化を行い、学修方法の改善に努めます。 

３）最新の教育・保育現場の情報の把握、幼稚園・保育所・認定こども園・児童福祉

施設等での保育者の役割等の理解を図るため、「大学基礎演習」や「教育基礎演習」



  

を中心に、本学の卒業生の現役保育者などを招聘し、講習会やセミナーを実施しま

す。 

４）幼稚園・保育所等での実践的な学びを推進するため、２～３年次の保育実習・教

育実習に加え、１年次に「大学基礎演習」で「ハローナーサリー」（保育所体験）、

２年次に「インターンシップ」（幼稚園でのインターンシップ）、「保育インター

ンシップ」（保育所等でのインターンシップ）を実施し、幼稚園・保育所等での教

育・保育活動に積極的に参加します。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）定期試験、小テスト、課題レポート等の提出、授業への参加態度や意欲、学生に

よる授業評価等により、授業目標への到達度を総合的に評価します。 

３）評価観点とレベルを示したルーブリックの活用を図るとともに、学修や課題追求

の過程をパフォーマンス評価します。 

４）授業、インターンシップ、実習等での課題活動を通して、保育者として必要な資

質・能力や適性を評価します。 

５）学修ポートフォリオ（目標・自己評価、履修カルテ等）および上記２）～４）等

をもとに、担任教員との面談（振り返り等）等を通して自己省察を促すとともに、

次の目標設定や学修方法の改善等を図ります。 

 

【教育学部教育学科中高英語教育コース】 

（１）教育課程の編成、教育内容 

教育学科中高英語教育コースの教育課程は、「基礎教育科目」、「共通教育科目」、

「専門教育科目」の三つの科目群を柱として構成します。英語教育の重要性がますま

す高まる中、中学校・高等学校における英語教育を担当するのに十分な英語力・指導

力を備えた教員を養成します。 

 

１）１年次は、専門知識を修得するとともに、幅広い教養を身につけ、教職への関心

を高め、意欲の向上を図ります。同時に、教育者として必要なコミュニケーション

能力や表現力を養います。「ことばへの扉」、「英語学概説」、「英語音声学」、

「英文法Ⅰ・Ⅱ」、「中等英語科教育法Ⅰ」、「ベーシックコミュニケーションⅠ・

Ⅱ」、「英語圏文化概説」などを開講しています。 

２）２年次は、１年次での学びを深め、広げていくとともに、十分な英語力・指導力

を備えた教員を目指し、より実践的な科目を履修します。「英語文学概説」、「英

語文学Ⅰ・Ⅱ」、「中等英語科教育法Ⅱ・Ⅲ」、「英語学特論Ⅱ（英語教授法）」、

「ベーシックコミュニケーションⅢ・Ⅳ」、「世界英語の文化圏Ⅰ・Ⅱ」などを開

講します。 

３）３年次は、２年間の学びを基礎にさらなる充実を図り、教育現場での英語教諭の

職務と役割を理解し、総合的な教育力・使命感・責任感を身につけます。「第二言

語習得論」、「英語学特論Ⅰ（認知言語学）」、「中等英語科教育法Ⅳ」、「教育

専門演習Ⅰ・Ⅱ」、「アドバンストコミュニケーションⅠ・Ⅱ」、「教育実習指導

（英語）」、「教育実習Ⅰ・Ⅱ（英語）」などを開講します。 

４）４年次は、大学生活の集大成として、これまでに学んだ知識と教育実習で修得し

た教科指導力を統合し、使命感や責任感、学識と技能、実践的な指導力を有する英

語教諭としての資質の構築とその確認を行います。「教職実践演習(英語)」「教育

専門研究Ⅰ・Ⅱ」、「卒業研究」などを開講しています。 



  

 

（２）教育方法 

１）講義および演習では、教員の講義だけでなく、学生による発表やディスカッショ

ン、グループワーク等のアクティブ・ラーニングを積極的に取り入れた双方向的授

業を展開しています。 

２）少人数制を活かし、数多くの模擬授業を学生に体験させています。模擬授業では

一般教室に加えＩＣＴ教室も利用し、電子黒板やタブレット等のＩＣＴを活用した

効果的な学修方法を教員と学生がともに模索しています。 

３）インターネットを利用した授業支援システム（ＩＢＵ.ｎｅｔ）を導入し、授業時

間外での課題の提示や双方向の議論を可能にしています。 

４）最近の教育現場の状況を把握し英語教諭の役割を理解するために、本学の卒業生

や現役の教諭を招聘し、講演会やセミナーを実施しています。 

５）教育実習に加え、学校インターシップ、地域の学校ボランティア活動を通して、

授業方法の他に諸活動や学校運営について学び、教育の実践力を高めます。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）知識の理解を確認する定期試験および授業内小テストや課題レポート、ならびに

授業への参加態度や意欲、学生による授業評価などにより、各科目がシラバスに明

示した目標への到達度を総合的に評価します。 

３）評価観点とレベルを示したルーブリックなどを用いて、自己評価と他者による評

価をもとに、学修成果を客観的に把握します。 

４）講義（重要事項の知識の修得）・教育実習（小・中・高）･介護等体験などの課題

活動を通して、教員として必要な資質能力が身についているかを振り返る自己評価

シート（履修カルテ）を定期的に点検し、教育者としての適性を評価します。 

５）「教育専門演習Ⅰ・Ⅱ」、「教育専門研究Ⅰ・Ⅱ」において、学生自らが課題を

見つけ、「卒業研究」として発表し、教員がその研究の課程と成果を評価します。 

 

 

 

【教育学部教育学科保健教育コース】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
教育学科保健教育コースの教育課程は、「基礎教育科目」、「共通教育科目」およ

び「専門教育科目」から成り、時代の要請に応える実践的且つ専門性の高い優れた養

護教諭を養成するため、理論（大学における講義・演習での学び）と実践（学校・医

療機関を始めとする臨地実習での学び）の往還を図り、教養の豊かさと専門の深さと

を兼ね備えた内容とします。また、４年間で、養護教諭免許状、小学校教諭免許状が

取得できるよう、充実した教育内容・カリキュラムを編成します。さらに、教員以外

の就職を望む学生には、２年次よりキャリア関連科目の履修が可能となり、企業イン

ターンシップへの参加、キャリア相談会等、一般就職への支援も強化します。 

 

保健教育コースで配置する専門教育科目の主な内容は下記の通りです。 

１）教育職員としての養護教諭の基本原理 

養護教諭の歴史と制度、養護教諭の専門性と基本的責務、保健室の機能とその果

たす役割を学ぶため、「保健室の扉」と「養護概説」を配置します。また、子ども



  

の健全な発育発達を促す学校保健および学校安全の意義と制度、学校保健活動や学

校安全活動の実際について理解するため、「学校保健」を配置します。 

２）発達過程にある子どもの理解 

からだのしくみ、発達過程における各期の発達の特徴や病的変化、病態の特徴お

よび治療法を学ぶため、「解剖生理学」、「学校看護学Ⅱ（疾病Ⅰ）」、「学校看

護学Ⅲ（疾病Ⅱ）」、「微生物学」、「薬理概論」を配置します。また、特別な支

援を必要とする子どもとその発達過程についての専門的知識と技能を修得するた

め、「学校看護学Ⅰ（基礎）」と「精神保健」を配置します。 

３）発達観・健康観の育成と養護実践を進める方法 

子どもの発達と健康にかかわる生活習慣や環境、発達と健康の評価方法、養護実

践を支える社会資源について理解を深めるため、「栄養学」、「衛生学」、「公衆

衛生学」を配置します。 

４）養護実践の内容と方法 

学童期・思春期に発生する傷病の特性とその適切な対処法等、養護実践を行うた

めに必要な知識・技術・方法を修得し、統合化を図る能力を養い、養護教諭の専門

性を一層高めるため、「学校救急処置」、「健康相談」、「学校看護学Ⅳ（応用）」

を配置します。 

５）臨地における実地研究 

学校教育の場で子どもと直接かかわり、養護実践について学び、必要な技術・態

度を修得するため、「インターンシップ」、「スクールサポーターⅠ～Ⅲ」、「養

護実習」、「臨床看護学演習」等、種々の実習・演習を設けます。また、これらの

臨地実習を通し、医療機関における機能と役割、学校と医療機関との連携について

も理解を深めます。さらに、大学で学んだ理論を臨地で実証し研究するとともに、

研究して得られた成果を一般化する実践と研究の相互関連を学び、教育専門職とし

ての自覚を深め、能力向上を図ります。 

 

（２）教育方法 

１）主体的・対話的で・深い学びを実現するため、授業では、講話のみならずグルー

プワーク等を取り入れ、課題追求に向けたディスカッション、グループ発表を行う

など、双方向的な授業を展開します。 

２）定期的に保健教育の模擬授業実践演習を実施しており、一般教室およびＩＣＴ教

室での授業実践とビデオによる収録を通し、振り返りを常に行いながら、授業技術

と指導力の向上を目指します。 

３）養護教諭の実践技術力向上のため、少人数クラスでの、救急処置法と学校看護技

術、健康相談と保健指導に必要なカウンセリング的技能等の実技指導を行います。 

４）実際の保健室の状況を把握し、養護教諭の役割をより深く理解するため、本学卒

業生で現役養護教諭を招聘し、講演会やセミナーを開催します。 

５）臨地実習に加え、インターンシップ、スクールサポーター、保健室ボランティア

活動では、一定期間連続して学校に出向き、学校の諸活動や子どもの現状、保健室

運営等について学びます。また、高大連携校での保健指導と健康診断の補助を行い、

養護教諭の実践教育力を高めます。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）定期試験、小テスト、課題レポート等の提出、授業への参加態度や意欲、学生に



  

よる授業評価、出欠の状況等により、授業目標への到達度を総合的に評価します。 

３）保健教育に関わる授業実践、救急処置等の養護教諭に求められる看護技術、各種

演習において、評価観点とレベルを示したルーブリックを用いて、学修や課題追求、

考察の過程をパフォーマンス評価し、学修成果を客観的に把握します。 

４）講義・養護実習・教育実習（小学校）・介護等体験等の課外活動を通して、教員

として必要な資質・能力や適性を評価します。 

５）学修ポートフォリオ（目標・自己評価、履修カルテ等）および上記２）～４）等

をもとに、担任教員との面談（振り返り等）等を通して自己省察を促すとともに、

次の目標設定や学修方法の改善等を図ります。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【教育学部教育学科】 

教育学科は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教育課

程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるための条件

として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物を求めます。 
 

１）「いい先生」になるという強い意志と情熱を持って専門的に学びながら「いい先

生」とは、と問い続け、子どもの多様なニーズを共感的に理解しつつ一人ひとりに

応じた支援やケアを考えようとすることができること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

２）本学の専門分野を学ぶために、高等学校等で習得すべき基礎学力を有し、教育に

ついての学びや実践を、子どもの成長や育ちを考え、広い視野から現代の教育課題

を捉えながら、教育活動にいかしていこうとすることができること。 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

３）他者や社会との対話を通して自己の考えを表現し、豊かな人間関係を築きながら

協働しようとし、探究心と洞察力を持ち、新しい課題にも果敢に挑戦し、実践力、

指導力を身に付けようとすることができること。 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性〕 

 

【教育学部教育学科小学校教育コース】 

教育学科小学校教育コースは、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリ

シー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を

受けるための条件として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物

を求めます。 
 

１）「いい先生」になるという強い意志と情熱を持って専門的に学びながら「いい先

生」とは、と問い続け、子どもの多様なニーズを共感的に理解しつつ一人ひとりに

応じた支援やケアを考えようとすることができること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

２）本学の専門分野を学ぶために、高等学校等で習得すべき基礎学力を有し、教育に

ついての学びや実践を、子どもの成長や育ちを考え、広い視野から現代の教育課題

を捉えながら、教育活動にいかしていこうとすることができること。 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

３）他者や社会との対話を通して自己の考えを表現し、豊かな人間関係を築きながら

協働しようとし、探究心と洞察力を持ち、新しい課題にも果敢に挑戦し、実践力、

指導力を身に付けようとすることができること。 



  

〔求める要素：主体性・多様性・協働性〕 

 

【教育学部教育学科幼児教育保育コース】 

教育学科幼児教育保育コースは、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポ

リシー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育

を受けるための条件として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人

物を求めます。 

 

１）「いい先生」になるという強い意志と情熱を持って専門的に学びながら「いい先

生」とは、と問い続けていくことができること。また、子どもを一人の人間として

尊重し、一人ひとりの子どもの「心もち」に寄り添い、発達課題に応じた支援やケ

アを考えようとすることができること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

２）本学の専門分野を学ぶために、高等学校等で習得すべき基礎学力を有し、教育・

保育についての学びや実践を、子どもの育ちや子どもが育つ家庭環境や地域社会の

状況を考え、広い視野から現代の教育・保育課題を捉えながら、教育・保育活動に

いかしていこうとすることができること。 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

３）他者や社会との対話を通して自己の考えを表現し、豊かな人間関係を築きながら

協働しようとし、探究心と洞察力を持ち、新しい課題にも果敢に挑戦し、実践力、

指導力を身につけようとすることができること。 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性〕 

 

【教育学部教育学科中高英語教育コース】 

教育学科中高英語教育コースでは、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリ

シー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受け

るための条件として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物を求めま

す。 
 

１）建学の精神を理解し、「利他」の精神を実践できること 

〔求める要素：関心・意欲・態度、主体性・多様性・協働性〕 

２）英語を通して異文化の窓口となれること 

〔求める要素：関心・意欲・態度、知識・技能、主体性・多様性・協働性〕 

３）英語についての知識（英語の文法・語法および歴史や文化）と英語を実際に使う

技能の両方を向上させるための努力を惜しまないこと 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

４）入学の段階で論理的・批判的思考に耐えうる英語力を身につけていることに加え

て「英語が好きである」「外国語に興味がある」ということ 

〔求める要素：思考力・判断力、関心・意欲・態度〕 

５）外国語として英語を学ぶ生徒のロールモデルとしての教員の役割を自覚し、英語

で英語を教える力をつけるための努力を惜しまないこと 

〔求める要素：関心・意欲・態度、表現力、主体性・多様性・協働性〕 

６）英語を苦手とする生徒・児童の気持ちを理解し、心に寄り添えること 

〔求める要素：関心・意欲・態度、表現力、主体性・多様性・協働性〕 

７）入学後、国内外の英語研修や自主勉強会などに積極的に参加し、自らの英語力を

高めようという意欲があること 

〔求める要素：関心・意欲・態度、主体性・多様性・協働性〕 



  

 

【教育学部教育学科保健教育コース】 

教育学科保健教育コースは、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシ

ー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受

けるための条件として、具体的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物を

求めます。 

 

１）「いい先生」になるという強い意志と情熱をもち、専門的に学びながら、「いい

先生」とは、と問い続けていくことができること。また、豊かな人間性（慈愛の心・

利他の精神）を身につけ、子どもの訴えに心から耳を傾け、子どもの多様な課題や

ニーズを共感的に理解し、一人ひとりに応じた支援やケアを考えようとすることが

できること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

２）本学の専門分野を学ぶために、高等学校までの学習を幅広く修得しており、広い

視野で教育・社会問題の現状と子どもを取り巻く心身の健康課題をとらえながら、

教育活動に生かしていこうとする意欲があること。 

〔求める要素：知識・技能、思考力・判断力、表現力〕 

３）他者や社会との対話を通して自己の考えを表現し、豊かな人間関係を築きながら

協働しようとし、探求心と洞察力を持ち、新しい課題にも果敢に挑戦し、実践力、

指導力を身に付けようとすることができること。 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性〕 

 

学部等名 経営学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/idea/data_uv.pdf） 

（概要） 

【経営学部経営学科】 

経営学部経営学科は、企業や行政機関などのあらゆる社会公共の組織の経営活動に

必要な専門知識と実践能力を身につけるとともに、その人間的基礎としての社会貢献

への高い使命感と倫理観の養成を目的とする。そのために常に社会的関心を持って新

たな課題を発見し、問題解決の道筋を探究し多様な他者と協働する力を鍛えるなか

で、生涯を通じて学ぶ態度の育成に留意することとする。 

経営学科公共経営専攻は、高い倫理観と使命感を持ち、行政組織をはじめ、公共サ

ービスを担う非営利組織・民間営利組織などの経営活動の実践に必要な高度な専門知

識と豊かな人間性を身につけ、公共社会の要請に応え、課題を発見・解決して社会に

貢献するとともに、目標をもって自らが成長できる人材の養成を目的とする。 

経営学科企業経営専攻は、高い倫理観と使命感を持ち、企業を中心とする組織の経

営に必要な高度な専門知識や技術を身につけ、新たな課題を発見・解決する中で目標

をもって新しいことに挑戦して自らが成長するとともに、グローバルからローカルま

で多様な社会において他者と協働して社会に貢献できる職業人を養成することを目

的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【経営学部経営学科公共経営専攻】 

経営学科公共経営専攻は、学生一人ひとりの個性を伸ばし、幅広い教養と高い専門

的知識を効果的に修得し、将来、公務員として国や地方公共団体の各種機関で活躍し

て社会公共の利益に資する人材、または公益団体および企業でリーダーシップを発揮

して社会に貢献できる人材を養成することを目的とします。 



  

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の４点とします。 

 

１）公務員としての幅広い教養と専門性 

公務員として、または民間企業や各種団体等で活躍するために備えるべき専門的

知識と幅広い教養を体系的に修得している。 

２）社会貢献できる課題解決能力 

行政や地域コミュニティ、ＮＰＯ等の存在意義や連携・協働等について理解し、

時代の要請に応じた地域の活性化や発展に向けて一定の指針や政策を提示できる柔

軟な創造力と的確な判断力を備え、複雑化した社会の諸問題や公共政策について多

角的・客観的な観点から課題を分析し、解決策を導くために論理的に思考すること

ができる。 

３）他者を理解し、協働するための行動力 

多様な立場・考え方を認めたうえで、自らの知識や考えを他者にわかりやすく伝

え、周囲を説得できる説明能力、他者との協働を円滑に行える行動力および多様な

社会に対応できる能力等を備えている。 

４）社会の変化に対応できる自己実現力 

和の精神に基づき、行政の担い手として、社会の期待や信頼に応えるためにより

高い倫理観を有し、公益を優先する強い使命感と責任感を持って、社会に奉仕しよ

うとする意欲に満ち、社会の変化に応じて、生涯にわたり自らを高めるために、常

に目標を掲げ、その実現のために継続的な努力ができる。 

 

【経営学部経営学科企業経営専攻】 

経営学科企業経営専攻は、学生一人ひとりが個性を伸ばし、高い専門的知識を効果

的に修得して、将来、民間企業などで幅広く活躍できる人材、起業家精神を発揮して

事業を創出、継承、発展させることができる人材を養成することを目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の４点とします。 

 

１）企業人としての幅広い教養と専門性 

幅広い経営学に関する高い専門知識と一般教養を体系的に修得している。 

２）リーダーに必要な課題解決能力 

実社会のさまざまな経済・経営事象、社会や経済の動向も踏まえて、自ら論理的

かつ創造的に思考し、適格な判断力や明快な説得力をもって物事に対処することが

できる。経営の諸問題を発見し、自らが身につけた専門知識を用いて正確に把握・

分析し、仲間とともに協働しながらこれらを果敢に解決する能力を備えている。 

３）協働のためのコミュニケーション能力 

多様な立場・考え方を認めたうえで、自らの知識や考えを他者にわかりやすく伝

え、周囲を説得し、他者との協働を円滑に行える行動力およびコミュニケーション

能力を備えている。 

４）社会の変化に対応できる自己実現力 

高い倫理観を有し、和の精神に基づいて、さまざまな形で社会（組織）に貢献で

きる誠実な資質を備え、物事に関心を持ってかかわり、社会（組織）の変化に柔軟

かつ的確に対応するとともに、自らのキャリアに関係する知識・スキルなどの修得

に積極的かつ継続的に励み、生涯にわたり学び続ける意欲と姿勢を備えている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 



  

（概要） 

【経営学部経営学科公共経営専攻】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
経営学科公共経営専攻における教育課程編成・実施の基本的な考え方として、経営

学・法学の各領域の専門科目について基礎分野から応用分野まで確実に修得できるよ

うに学年進行に合わせて配置し、公務員として活躍するために必要な専門科目を将来

の進路に合わせて体系的に選択できるよう編成します。また、将来、学生一人ひとり

が社会で活躍の場を広げるために、学内外での体験学修を取り入れた実践的な専門科

目に加えて資格取得支援科目も自由に選択できるよう配置します。 

 

１）経営学・法学の基本的知識を修得します。 

経営学科の根幹をなす「経営学基礎Ⅰ・Ⅱ」「経営管理論」「簿記Ⅰ・Ⅱ」「憲

法Ⅰ・Ⅱ」「民法Ⅰ～Ⅴ」などに関して、基礎から応用までを段階的、体系的に学

びます。 

２）公務員となるために必要な基本的知識を修得します。 

教養として求められる基本的知識に加え、公務員試験で必要となる基礎力を養成

する「キャリア演習Ⅰ・Ⅱ」「公安職特別演習」を含め、公務員として働くうえで

必ず備えておくべき基本となる知識を体系的に修得します。 

３）公務員として活躍するために必要な専門的知識を学びます。 

「行政法」「行政職特別演習」「公安職特別演習」などをはじめとする、公務員

試験で求められる知識を含め、公務員として働くうえで修得しておくべき専門領域

を深く学ぶことによって、公務員試験に合格できる知識とともに、実際に公務員と

して働く際に応用すべき知識の土壌を培います。 

４）地域を支える行政や企業等の多様な団体に対する理解を深めます。 

行政と連携・協働して地域を支えている企業などの実態理解を促進するために、

実践的な科目として「実学マネジメント論Ⅰ・Ⅱ」「経営学研究」などを配置して

います。アクティブ・ラーニングやＩＣＴ教育を積極的に取り入れ、地域の活性化

や発展に向けて課題を発見・解決できる論理的思考力と主体的な行動力を養います。 

５）公務員としての資質を向上させます。 

「法と倫理」「専門演習Ⅰ～Ⅳ」に加え、キャリア関連科目の履修によって、公

務員に求められる倫理観、使命感を育み、資質の向上を支援します。「専門演習Ⅰ

～Ⅳ」は、３、４年次の必修科目として、４年間の学びを深化させる機会とすると

ともに、希望者は「卒業研究」論文に取り組みます。 

 

（２）教育方法 

１）公共経営に関する科目全般については、学生が自ら設定した目標達成のために、

従来の講義に加え、学生がＩＣＴを効果的に活用し、能動的に調査・分析のうえ、

一定の結論を導き出し、発表や議論をするなど、積極的にアクティブ・ラーニング

を実施します。 

２）公務員に必要な知識の修得については、双方向形式の講義を通じて体系的な学び

を促進することに加え、公務員試験に対応するために幅広い教養を養うとともに、

実践的かつ具体的な指導を行うことによって即戦力となる資質を養成します。 

３）専門科目や専門ゼミ等において、学問的および実務的な観点からも公務員の職務

について探究し、行政サービス、福祉政策はじめ、社会問題の解決を視野に入れた

企画・提案に取り組む機会を設け、学生主導型の積極的な学びにより、公務員が備

えるべき高度な人権感覚をもって職務が遂行できる力を養います。 

４）公務員として備えるべき倫理的価値観の向上を図るとともに、地域連携型科目を



  

とおして地域を支える行政等に対する理解を深め、学外活動においても積極的に地

域に関わり、市民に貢献する経験を通じて、より実践的に地域社会で活躍できる人

材を養成します。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）公共経営に関する科目全般において、学生はセメスター開始時に学修目標を設定

し、セメスター終了時、その達成度を自己評価（省察）します。 

３）各科目において習熟度を測るために学期末試験、中間試験や小テストを行うとと

もに、科目の特色に応じて、レポート等の課題を与え、受講姿勢も含めて総合的に

評価します。体験型の科目については、アクティブ・ラーニングの一環として実施

するグループワーク、発表・報告等に加え、平素の意欲的な学修姿勢も含めて総合

的に評価します。 

４）公務員試験に直結する科目については、セメスターごとに全国的評価を行ってい

る外部機関による模擬試験を実施することにより、目標とするキャリアの獲得に向

けて学修の進捗度を評価する機会を設けます。 

 

【経営学部経営学科企業経営専攻】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
経営学科企業経営専攻における教育課程編成・実施の基本的な考え方として、経営

学の各領域について基礎分野から応用分野まで学年進行に合わせて専門科目を配置

し、体系的なカリキュラムから希望する進路に合わせて、自由に科目が選択できるよ

うに編成します。また、学生一人ひとりの将来のキャリア形成を支援するために、イ

ンターンシップを中心とするキャリア開発科目に加えて、多様な公的資格取得を支援

する科目も学年に応じて段階的に配置します。 

 

１）経営学の基本的知識から無理なく専門知識までの修得を支援します。 

経営学科の根幹をなす「経営学基礎Ⅰ・Ⅱ」「マーケティングⅠ・Ⅱ」「簿記Ⅰ・

Ⅱ」などの科目を軸に、「経営管理論」「流通論」「経営分析」「財務会計」「会

社法」「企業倫理」などの科目を有機的に配置し、学年進行に合わせて無理なく段

階的、体系的に編成します。３、４年次には専門知識の深化を図る「専門演習Ⅰ～

Ⅳ」を必修とし、希望者は担任教員の指導の下、「卒業研究」論文に取り組みます。 

２）企業経営や職業に関する理解を深めるために、実践的な学びを支援します。 

「実学マネジメント論Ⅰ・Ⅱ」「ビジネスモデル研究」「地域ブランド研究」「美

容・健康ビジネス論」など、より具体的に企業経営や職業に関する理解を深める科

目を各年次に配置するとともに、ＩＣＴ教育やアクティブ・ラーニングを取り入れ

た教育を行います。 

３）公的資格の取得を支援します。 

公的資格試験合格を活用したキャリア開発資質の向上を促進する科目として「ラ

イセンスセミナー」を設け、公的資格試験に挑戦し、合格することで専門知識に加

え、職業適性を開発します。公的資格試験として、簿記、ファイナンシャル・プラ

ンニング技能士、販売士、ビジネス実務法務、ビジネス実務マナー、ＰＣ関連資格

などの指導を行います。 

４）キャリア開発に直結する指導をします。 

企業経営専攻独自の準備講義「キャリア演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」において社会人として



  

の資質向上支援を行い、「インターンシップⅠ・Ⅱ」で実際の就業体験をすること

により、適性にあったキャリア開発を促進するとともに、将来のキャリアに必要な

専門知識を深める機会をすべての学生に提供します。 

 

（２）教育方法 

１）企業経営に関する科目全般の方向性として、従来の講義形式に加えて、学生と教

員間、学生と学生間の双方向性ある授業を実施します。 

２）学生自らが設定した目標達成のために、課題を発見し、能動的に研究・調査・分

析・発表・議論する体験型授業を多く設けることによって、積極的かつ継続的にア

クティブ・ラーニングを効果的に行います。 

３）学生のキャリア開発のために、経営学部独自のキャリア教育科目を設け、入学時

から継続的に教授します。また、国内でのインターンシップ必修化に加え、海外イ

ンターンシップを実施し、グローバル社会にも対応できる職業人を養成することに

加え、地域連携型授業をとおして地域社会で活躍できる人材の育成を推進します。 

４）公的資格（簿記、ＦＰ、販売士、ＰＣ検定、ビジネス実務法務、ビジネス実務マ

ナー等）を取得するための授業をカリキュラムに体系的に配置することで、初級レ

ベルから上級レベルまで学生が段階的に学修し、無理なく資格取得できる力を養成

します。 

 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）企業経営に関する科目全般において、学生はセメスター開始時に学修目標を設定

し、セメスター終了時、その達成度を自己評価（省察）します。 

３）各科目において習熟度を測るために学期末試験を行うとともに、科目の特色に応

じて中間試験や小テストを行い、課題を与えて評価します。体験型の科目について

は、アクティブ・ラーニングの一環として実施するグループワーク、発表・報告等

に加え、平素の意欲的な学修姿勢も含めて総合的に評価します。 

４）国内外でのインターンシップ科目については、インターンシップ実施企業と連携

して、実践可能な到達目標を設定し、教員、企業、学生の自己評価等多面的できめ

細やかな評価を行います。 

５）資格取得を目標とする科目については、小テスト、中間・学期末試験、平素の受

講態度等に加えて、外部評価となる資格取得の成果も評価の対象とします。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【経営学部経営学科公共経営専攻】 

経営学科（公共経営専攻）は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリ

シー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を

受けるための条件として、具体的には次のような能力・資質、目的意識をもった人物

を求めます。 

 

１）高等学校の教育課程を幅広く修得しており、将来、経営や法学に関する専門知識

や多様な経験を社会で活かしたいという意欲があること。 

〔求める要素：知識・技能、関心・意欲・態度〕 



  

２）将来、公務員としてさまざまな分野で活躍し、社会のために奉仕しようとする就

業意欲があること。 

〔求める要素：知識・技能、関心・意欲・態度〕 

３）高等学校等での課外活動やボランティア活動などの経験があり、グループ学習な

どでは、他者と協働しながら、課題をやり遂げ、発表・報告時には、論理的に説明

できること。 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性、思考力・判断力、表現力〕 

４）入学後、建学の礎である和の精神を理解し、その実践に努め、他者を思いやり、

周囲との協働を重んじて行動できること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、協働性〕 

 

【経営学部経営学科企業経営専攻】 

経営学科（企業経営専攻）は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリ

シー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を

受けるための条件として、具体的には次のような能力・資質、目的意識をもった人物

を求めます。 

 

１）高等学校の教育課程を幅広く修得しており、将来、経営に関する知識や経験を企

業人として社会で活かしたいという意欲があること。 

〔求める要素：知識・技能、関心・意欲・態度〕 

２）企業・団体等への高い就業意欲や起業、事業継承に向けての意欲があり、そのた

めに資格取得や国内外で実施するインターンシップに積極的かつ誠実に取り組む気

持ちがあること。 

〔求める要素：知識・技能、関心・意欲・態度〕 

３）高等学校等での課外活動やボランティア活動などの経験があり、グループ学習な

どでは、他者と協働しながら、課題をやり遂げ、発表・報告時には、論理的に説明

できること。 

〔求める要素：主体性・多様性・協働性、思考力・判断力、表現力〕 

４）入学後、建学の礎である和の精神の理解に努め、他者を思いやり、周囲との協働

を重んじて行動できること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、協働性〕 

 

学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/idea/data_uv.pdf） 

（概要） 

【看護学部看護学科】 

看護学部看護学科は、これからの超高齢社会で必要とされる、住み慣れた地域で生

きること、生活することを見据え、地域におけるケアの重要性を認識し、人々が暮ら

す様々な場で看護を行うことを志向する看護職の育成を目的とします。 

また、人間の生命の尊厳及び権利擁護を基盤に、全ての発達段階とあらゆる健康レ

ベルの個人、家族、集団、地域の固有の健康課題を解決するために必要な、幅広い豊

かな教養、関連学問の知識、看護の専門的知識・技術・態度を修得し、自立的、創造

的に看護を実践できる能力、「ケア」のプロフェッションの育成に留意します。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【看護学部看護学科】 



  

看護学部看護学科は、教育理念に基づき、①豊かな教養と高い倫理観を醸成するこ

と、②自ら考え、課題を発見し、解決の方法を見出し、行動できる主体性と創造性を

涵養すること、③看護の本質を熟考し続け、どんな状況であっても最善の看護を提供

できる実践力を身につけることを目的とします。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下７点とします。 

 

１）高い倫理観を備え、他者と関係を築く力 

①人間を多局面から統合的に理解することができる。 

②他者と相互理解を深め、成長し合う関係を築くことができる。 

③人間の尊厳と権利を擁護することができる。 

２）課題を発見し、対応する能力 

①情報を目的に応じて活用することができる。 

②課題を発見し、優先順位をつけて、課題解決の方法を考え対応できる。 

③学際的な幅広い知識と看護学の専門知識を体系的に修得することができる。 

３）健康と生活を包括的、継続的に支援する看護実践力 

①特定の健康課題に対応した生活を支援する看護実践ができる。 

②科学的根拠に基づく看護実践ができる。 

③地域の健康課題をとらえ、課題解決のための方法を見出し実践できる。 

４）看護者の責務を認識し、他職種と協働する力 

①社会における看護の役割と責務を理解できる。 

②他職種の専門性を尊重し、情報交換や問題解決のための連携ができる。 

５）変化を生み出す力 

①社会の動向や人々のヘルスケアニーズの変化に関心を持つことができる。 

②新たな健康課題に対応し、主体的・創造的に看護を実践しようとする態度を身

につけることができる。 

③自分の力を信じて挑戦し続けることができる。 

６）国際的活動の基本的能力 

①世界の様々な国や地域の健康上の課題とその背景を理解できる 

②異文化や異なる価値観を持つ人を受け入れ、関係を築くことができる 

③看護専門職として国際貢献に関心を持つことができる 

 

７）自己研鑽を継続する能力 

①生涯を通じて、自発的な能力開発を継続しようとする態度を身につける 

②看護を探求し続けるために、自己の課題を見出すことができる 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【看護学部看護学科】 

（１）教育課程の編成、教育内容 
看護学部看護学科のカリキュラム編成においては、ディプロマ・ポリシーで示され

た卒業時に修得すべき能力を、学生が４年間でバランスよく、確実に修得できるよう

に科目を配置しています。 

また、教育の方法は、学生の主体性を引き出し、学生自らが進んで調べて考えると

いう学ぶ力を身につけることを重視するアクティブ・ラーニングを主体としています。 

したがって教員には、アクティブ・ラーニングの理念を理解し、教授方法を修得す

ること、学習環境を整え、明確な課題と学習目標を設定して学生の学習を支援するこ

とが求められています。 

 



  

１）ケアすることの価値について熟考し、自分自身の実践の核となる看護観を構築で

きるように支援する。 

２）教養科目を充実させ、安定した人間性と高い倫理観の醸成や、人間、社会、環境

の理解など学際的な知識の理解を支援する。 

３）「知識を与えるだけの教育」から「自ら考える力を醸成する教育」への転換を図

り、学生自らの気づきや考えを尊重し、学生が意見や考えを自由に表現し、行動に

移せるように支援する。 

４）健康が人々の生活や文化に密接に関係していること、生活を支援することがどう

いうことかを深く理解して、生活に着目した看護が実践できるよう講義、演習、実

習の繋がりを重視した教育を行う。 

５）多様な実習の場を提供し、体験学習を通して、地域におけるケアの重要性を認識

できる教育を行う。 

６）他職種と連携・協働する重要性とその方法を理解するために、実際の活動を通し

て実践的に学べるよう支援する。 

７）グローバルな視野で世界の健康課題を理解できるよう異文化体験、海外研修等の 

教育内容を提示する。 

８）学生が看護学を基盤とした自らのキャリアデザインを描けるように支援する。 

 

（２）教育方法 

１）常に看護とは何かを探求し続け、新たな看護の創造に貢献できる人材を育てます。

専門科目において、看護基礎ゼミ、看護と倫理、看護研究法、課題研究、統合実習

などの看護について探求し、思考することを学ぶ科目を、学生の学習レベルに応じ

て段階的に配置します。 

２）人を生活者として理解するために、１年次から実習を配置します。２年次・３年

次では、病気や健康障害による生活への影響と人々の反応に着目した看護の原理と

方法を学ぶ実習科目を配置します。 

３）多職種との連携や協働について学び、看護の責務と役割を理解するために、一般

教養科目、専門科目における講義、実習を配置します。 

４）学習者の主体性を引き出し、自立して行動できる力を育てる教育を行います。講

義・演習科目において、アクティブ・ラーニングを推進します。また、看護実践で

のあらゆる状況、患者の状態を学習者の学習準備状況に合わせて再現した環境での

体験型学習であるシミュレーション教育を行います。 

 

（３）学修成果の評価方法 

教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評価

する。具体的な評価指標は次の４項目。 

 

１）授業目標への到達度の総合的評価：各科目において、定期試験、小テスト、課題

レポート等の提出、授業への参加態度や意欲、学生による授業評価等 

２）看護実践力評価：演習科目、実習科目における取り組み、看護師国家試験模試、

看護師国家試験 

３）半年ごとの自己省察と目標修正・設定（学修ポートフォリオおよび上記 １) ２)

をもとに、担任教員またはチューター、実習担当教員と面談を行う） 

４）就職先アンケート、卒業生アンケート 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

【看護学部看護学科】 

看護学部看護学科は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、

「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるた

めの条件として、具体的には次のような能力・資質、目的意識をもった人物を求めま

す。 

 

１）看護学を学ぶための基礎的能力を有している人 

〔求める要素：知識・技能〕 

２）人間の生命や尊厳を大切にし、他者の苦痛や悩みを理解しようとする人 

〔求める要素：思考力・判断力〕 

３）学問への真摯な態度を持ち、自ら学ぼうとする人 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

４）人間の可能性や柔軟な心を信じ、人間に関心を寄せられる人 

〔求める要素：思考力・判断力、知識・技能〕 

５）失敗を恐れず、失敗から謙虚に学び、成長しようとする人 

〔求める要素：関心・意欲・態度〕 

６）看護を通して社会に貢献しようという志を持つ人 

〔求める要素：表現力、主体性・多様性・協働性〕 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページにより公表（http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/about/） 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人 

人文社会学部 － 24 人 12 人 10 人 0 人 0 人 46 人 

教育学部 － 22 人 14 人 9 人 0 人 0 人 45 人 

経営学部 － 8 人 5 人 2 人 0 人 0 人 15 人 

看護学部 － 9 人 6 人 6 人 5 人 0 人 26 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 282 人 282 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：ホームページ 

 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/kaken.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

平成 30 年度については、以下のような取り組みを主に行った。 

（１）教育評価方法の見直し 

平成 28 年度からルーブリック（評価項目と達成レベルで学習到達度を示したも

の）を使った学習評価の導入に取り組み、全学で取り組んだ。30 年度も継続して

ルーブリックの活用をさらに進めている。9月 7日に実施された FSD 合同研修会に

おいてもシラバスの記載内容について検討するとともに、その中で、ルーブリッ

クを用いることでレポートや実演等のパフォーマンス課題の明確な評価が可能で

あることを教員間で確認した。 

（２）学内授業相互参観 

平成 30 年 11 月 6 日（火）～12 月 7 日（金）に各学科の選抜科目および教職科

目の学科別相互授業参観を実施。対象は専任教員・職員、非常勤講師を問わず公

開した。授業参観後は、授業直後または別日程に開催される合評会で意見交換を

行い、今後の授業改善に役立てた。 

（３）シラバス（授業計画書）作成に関する改善 

   学生アンケートに授業外学習を行った時間に関する項目を加えると共に、シラバ

スに具体的な授業外学習の学習内容を明記するように求めてきた。平成 29 年度以

降はこれに加えて、授業等で課した課題に対するフィードバックの有無と内容を記

述するように求めた。同じく、学士課程教育の質保障のために、到達目標を測定可

能な行動レベルで記述するように求めた。 

そして、平成 28年度以降は、アクティブ・ラーニング（学生が能動的に学ぶこ

とができるように授業を行う学習方法）を導入しているかどうか、ICT（情報通信

技術）を活用しているかどうか、授業を英語で実施しているかどうかの 3 点を記

入する欄を設けた。 

（４）ファカルティ・ディベロップメント委員によるシラバスチェック 

学科等のカリキュラム・ポリシーに基づくシラバスのチェックを各学科・専攻

のファカルティ・ディベロップメント委員に依頼した。チェック項目は「授業概

要」「授業計画」「目標達成のための授業方法」「成績評価の方法」等である。 

カリキュラム・ポリシーと照らしあわせて適切か、隣接する科目との内容重複

などをチェックした。但し、全体の全項目における事務的なチェック及び資格関

連等のチェック等については、従来どおり教務課で行った。 

（５）学生による授業評価アンケートの活用と検証作業 



  

   これまでの学生アンケートの結果は、各教員の授業改善の意識を高めるために、

夏学期と冬学期の 2回、担当する科目の中から 1科目を選択し、専任教員では、第

1期と第 2期の 2回に分けて実施してきた。教員個人が授業改革に取り組んだ結果

として、リフレクションペーパー（授業改善報告書）の提出を求めてきた。また、

FD 委員にアンケート結果とリフレクションペーパーの一覧を配布し、各学科のカ

リキュラムの検討や授業改善に向けた資料として活用してきた。 

（６）FSD 合同研修会 

   平成 30年 9月 7日（金）に全学の教職員が参加する FSD 合同研修会を実施した。

アセスメント・ポリシーの説明やシラバス作成方法について報告し、教員間で共有

化を図った。 

平成 31 年 3 月 27 日（水）に全学の教職員が参加する FSD 合同研修会を開催し

た。前半は、今後の AI（人工知能）の発展に伴う教育改革等について講話が行わ

れた。午後は、最初に大学の 4 つの学部の方針と課題について報告がなされた。

新任教員への研修や対応の内容についての報告後、教務部から特にシラバスの重

要性と作成内容や方法について説明を行った後、令和元年度からの授業運営につ

いて確認を行った。そして、IR・戦略統合センターから新たに導入したｅポート

フォリオ（学生の日々の学習や活動の記録を電子化したもの）、学内ポータルサ

イトに関連する新しい機能や出席管理方法について説明がなされた。加えて、学

生支援センターからの障害のある学生への新たな支援方法、キャリアセンターか

らの学生の出口保障に向けたインターンシップ（企業等での就業体験）に関連す

る報告がなされた。 

（７）FSD 報告書 

平成 29 年度「FSD 報告書」は 7 月下旬に完成し、ホームページに公開した。ま

た、近畿・中部地区私立大学管理事務研究会加盟 21 大学へ送付した。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人文社会学部 420 人 448 人 106.7％ 1,736 人 1,822 人 105.0％ 56 人 16 人 

教育学部 240 人 263 人 109.6％ 994 人 1,012 人 101.8％ 34 人 4 人 

経営学部 160 人 145 人 90.6％ 650 人 680 人 104.6％ 10 人 1 人 

看護学部 80 人 84 人 105.0％ 80 人 84 人 105.0％ 0 人 0 人 

合計 900 人 940 人 104.4％ 3,460 人 3,598 人 104.0％ 100 人 21 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人文社会学部 
347 人 

（100％） 

5 人 

（  1.4％） 

299 人 

（  86.2％） 

43 人 

（  12.4％） 



  

教育学部 
297 人 

（100％） 

5 人 

（  1.7％） 

276 人 

（  92.9％） 

16 人 

（  5.4％） 

経営学部 
86 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

74 人 

（86.0％） 

12 人 

（14.0％） 

合計 
730 人 

（100％） 

10 人 

（  1.4％） 

649 人 

（  88.9％） 

71 人 

（  9.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

 進学先／大阪大学大学院 

就職先／東洋シヤッター㈱、㈱りそな銀行、大阪府職員、大阪府公立小学校教諭 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画(シラバス)作成にあたり、『シラバス作成ガイドライン』を全教員に配布し、

さらに教職員研修会において「シラバスの作成方法」の研修を行い、理解を深めている。 

各授業科目については、学則上の位置づけおよび「学位授与方針(ディプロマ・ポリシ

ー)、教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー)等を再確認のうえ、記載内容(授

業概要、到達目標、授業計画、目標達成のための授業方法・履修上の注意事項、授業時間

外に必要な学習、成績評価の方法、など)について検討し、シラバス作成を行うよう依頼

している。 

シラバス作成後には、担当教員以外の第三者による組織的なシラバスチェックを行うた

め、ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員によるシラバスの内容チェックを行

い、教育の質保証に取り組んでいる。 

作成及び公表時期については、11月から 12月にかけて授業計画(シラバス)を作成し、

1月から 2月にかけてＦＤ委員によるシラバスチェックを行い、修正後 3月末に公表を行

っている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

「単位の修得および試験に関する規程」の成績評価について（第 11条-13 条）において、

試験方法・成績評価方法・基準（秀・優・良・可・不合格）等を定め、履修要覧に掲載し

学生に明示している。 

シラバスには、各科目の成績評価方法等を具体的に掲載し、あらかじめ設定した成績評

価の方法・基準により、厳格かつ適正に単位授与を行っている。また、学修意欲の把握に

ついては、大学等で独自に設定したものとして担当教員の入力による出席状況を学修意欲

の目安としている。 

本学の教育使命、養成すべき人物像、そのために求められる教育の基本姿勢を受けて、

大学全体および各学科・専攻・コースにおいて「卒業認定・学位授与の方針(ディプロマ・

ポリシー)」を定めている。さらに、ディプロマ・ポリシーに基づき、『卒業時点におい

て学生が身につけるべき能力』および到達目標を定め、基礎教育科目・共通教育科目・専

門教育科目の各科目に明示している。履修要覧・ホームページに掲載することで学生が 4

年間を通して計画的に学ぶことができるよう取り組んでいる。 

また、各学科等で定められた卒業要件について、個々の学生が到達しているかを教授会

で審議し、卒業を認定している。 



  

学部名 学科名 

卒業に必要とな

る 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人文社会

学部 

日本学科 124 単位 ○有 ・無 半期 24 単位 

国際キャリア学科 124 単位 ○有 ・無 半期 24 単位 

社会学科 124 単位 ○有 ・無 半期 24 単位 

人間福祉学科 124 単位 ○有 ・無 

1 年次～3年次は 

半期 32 単位 

4 年次は半期 25 単位 

教育学部 

教育学科 

（平成 31 年度 

入学生） 

124 単位 ○有 ・無 

1 年次～3年次は 

半期 34 単位 

4 年次は半期 25 単位 

教育学科 

（平成 30 年度以前

入学生） 

124 単位 ○有 ・無 

1 年次～3年次は 

半期 36 単位 

4 年次は半期 25 単位 

経営学部 経営学科 124 単位 ○有 ・無 半期 24 単位 

看護学部 看護学科 126 単位 ○有 ・無 半期 24 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事

項） 

公表方法：HP に公表（リンク先 296 ページ参照） 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/taiouhyou/etc/4

-d01.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：ホームページにより公表 

（http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/visualization.html） 

・学生の学修時間 

・学生の満足度 

・学生の学修意欲 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/map.html 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人文社会学部 

日本学科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

国際ｷｬﾘｱ学科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

社会学科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

人間福祉学科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

教育学部 教育学科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

経営学部 経営学科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

看護学部 

（1年次） 
看護学科 1,200,000 円 300,000 円 360,000 円 施設拡充費、運営維持費 

看護学部 
(2 年次以降) 

看護学科 1,200,000 円 －円 460,000 円 施設拡充費、運営維持費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学生支援センター所管のピアサポート「PIATA」において、所定の講習を終了した学

生による後輩の各種手続きや相談受付、教員による国語と英語のリメディアル教育を行うな

どしている。グローバル教育センターである i-Talk にて、海外研修・留学の支援を行ってい

る。また、障害のある学生より申請があれば、他の者と平等に教育を受けるための合理的配

慮の提供を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）キャリアセンターでは、民間企業、公務員、福祉施設、保育園・幼稚園希望者の進路

支援を、教職教育推進センターでは、教員希望者の進路支援を行っている。キャリア形成支

援として「キャリア関連科目」を１年次から順次開講するとともに、学生の職業観醸成に有

効かつ、就職に於けるミスマッチを防げる要因とされるインターンシップの参加を積極的に

推進している。また、段階的な就職ガイダンスやテーマ別講座を実施し、学生個々が自信を

もって就職活動を開始できるようにサポートするとともに、業界研究会や学内企業セミナー

で多くの企業を招聘し、学生の希望に沿った職業選択の実現を目指している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）保健センター、学生相談室を設置しており、学生の健康を管理している。定期健康診

断は、学生の健康状態の把握、様々な疾患の予防と早期発見に役立てている。また、体の不

調や気になる症状について校医・保健師・看護師が随時相談に乗っている。学生が怪我をし

た時の対応や、体調不良時の休養も受け入れている。学生相談室では、対人関係をはじめ、

心理的な悩みや性格に関する様々な事柄について専門のカウンセラーが相談に応じている。 

  他にも、卒煙としてニコチンパッチやカウンセリングで禁煙希望者のサポートを行ってい

る。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：HPに公表（https://shitennojiuniversity.repo.nii.ac.jp/） 

 

 


